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税務課　徴収係 ２３２－４９１１問い合わせ総合政策課　行財政改革推進係 ２３２－２１１２問い合わせ

教育委員会　学務課 ２３２－４９１８問い合わせ 総合政策課 ２３２－２１１２問い合わせ 熊本県消費生活センター ３８３－０９９９

「
菊
陽
町
立
菊
陽
中
部
小
学
校

  

建
設
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
し
た

手
口
を
知
っ
て
だ
ま
さ
れ
な
い
！

カ
シ
コ
イ
消
費
者
を
目
指
そ
う

協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
検
討
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

菊
陽
中
部
小
学
校
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、
現
在
地
に
新
た
な
校
舎
を
建
設
す
る

こ
と
に
決
ま
り
、
平
成
25
年
１
学
期
校
舎

完
成
、
夏
休
み
引
っ
越
し
、
２
学
期
新
校

舎
で
の
授
業
開
始
を
目
標
に
計
画
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
基
本
設
計
・
実
施
設

計
な
ど
の
策
定
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
基

本
設
計
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
校
区
住
民

の
ご
意
見
を
伺
い
、
よ
り
よ
い
計
画
の
も

の
と
な
る
よ
う
菊
陽
町
立
菊
陽
中
部
小
学

校
建
設
検
討
委
員
会（
以
下
、「
検
討
委
員

会
」
と
い
う
）を
設
置
し
、
検
討
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
は
、
各
団
体
か
ら
推
薦
さ

れ
た
10
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す（
左
表

の
と
お
り
）。
今
後
、
本
年
10
月
ま
で
に

毎
月
１
回
程
度
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ

　

4
月
20
日
・
5
月
21
日
、
第
7
・
8
回
の

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
活
気
あ
る
住
み
や
す
い

菊
陽
町
を
町
民
と
町
が
と
も
に
考
え
、
つ

く
る
こ
と
を
目
指
す
た
め
に
必
要
な
、「
情

報
共
有
」、「
町
民
参
画
」、「
協
働
」
の
３

つ
を
主
な
柱
と
し
た（
仮
称
）菊
陽
町
町

民
参
画
・
協
働
推
進
条
例
素
案
に
盛
り
込

む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
、
個
別
具
体
的
に

検
討
し
ま
し
た
。

町民と町との共有財産である情報を
相互に保有し、活用すること

町の施策立案、実施、その評価に広
く町民の意見を反映させること

共通の目的を達成するため、町民と
町がそれぞれの役割と責任に基づき
連携・協力すること

き
、
新
校
舎
の
基
本
設
計
を
策
定
し
ま

す
。

　

５
月
24
日
、
第
１
回
検
討
委
員
会
を

開
催
し
、
教
育
委
員
長
か
ら
委
員
の
皆

さ
ん
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
検
討
委

員
会
の
委
員
長
に
牧
野
雄
二
熊
本
大
学

名
誉
教
授
、
副
委
員
長
に
中
部
小
学
校

学
校
評
議
員
の
髙
木
一
二
さ
ん
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
検
討
委
員
会
で
は
、
教
育
委

員
会
か
ら
新
校
舎
建
設
の
た
た
き
台
と

な
る
基
本
構
想
の
概
要
や
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
後
、
質
疑
応

答
、
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
基
本
設
計
は
入
札
に
よ
り
、

㈱
桜
樹
会
・
古
川
建
築
事
務
所
が
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
し

ま
す
。

　
　
「
水
道
局
員
」
を
か
た
り

　
　

高
額
な
浄
水
器
を
売
り
つ
け
る
被
害

　

3
日
前
、「
水
道
局
員
」
を
名
乗
る
男
が
、

「
こ
の
辺
り
の
水
道
水
か
ら
悪
臭
が
す
る
。

家
の
中
を
検
査
さ
せ
て
く
れ
」
と
い
っ
て

家
の
中
に
入
っ
て
き
た
。
男
が
コ
ッ
プ
に

水
道
水
を
く
み
、
薬
の
よ
う
な
も
の
を
入

れ
る
と
色
が
変
わ
っ
た
。「
色
が
変
わ
っ

た
の
で
水
道
水
が
悪
い
。
こ
の
浄
水
器
を

つ
け
る
と
一
生
健
康
で
い
ら
れ
る
」
な
ど

と
3
時
間
以
上
も
聞
か
さ
れ
不
安
に
な

り
、
50
万
円
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
で
浄
水

器
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

 

●
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

水
道
局
員
の
名
を
か
た
る
こ
と
で
消
費

者
を
信
用
さ
せ
て
家
の
中
に
上
が
り
込

み
、
高
額
な
浄
水
器
を
売
り
つ
け
る
手
口

で
す
。「
訪
問
販
売
」
な
の
で
、
契
約
し

て
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
使
用
し
て
い
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
ま
た
、

8
日
を
過
ぎ
て
い
て
も
解
除
で
き
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
諦
め
ず
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　

人
を
紹
介
す
る
こ
と
で
儲
か
る

　
　

健
康
食
品
販
売

　

知
人
に
誘
わ
れ
、
公
共
施
設
で
行
わ

れ
た
健
康
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
た
。
会
場
で
は
、
業
者
か
ら
健
康
食

品
の
紹
介
を
さ
れ
、「
会
員
に
な
る
と
安

く
買
え
る
。
人
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
す
る

と
、2
0
0
万
円
以
上
の
報
酬
が
得
ら
れ

る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、「
こ
の
健
康
食

品
を
飲
ん
で
ガ
ン
が
消
え
た
」「
ぜ
ん
そ

く
が
治
っ
た
」
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

信
用
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

 

●
ア
ド
バ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

健
康
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
称
し
て

人
を
集
め
て
い
ま
す
が
、
会
場
が
公
共

施
設
だ
か
ら
と
い
っ
て
信
用
は
で
き
ま

せ
ん
。
実
際
は
、
健
康
食
品
を
購
入
し
、

人
を
紹
介
す
れ
ば
収
入
が
得
ら
れ
る
と

い
う
「
マ
ル
チ
商
法
」
で
す
。
健
康
食

品
は
薬
で
は
な
い
た
め
、「
ガ
ン
が
消
え

た
、
ぜ
ん
そ
く
が
治
っ
た
」
な
ど
の
効

能
を
う
た
う
こ
と
は
薬
事
法
に
触
れ
ま

す
。
業
者
の
説
明
を
う
の
み
に
せ
ず
、

必
要
が
な
け
れ
ば
断
り
ま
し
ょ
う
。
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三
つ
の
柱

前　

文

　

町
民
と
町
が
信
頼
関
係
を
築
き
、

住
み
よ
い
ま
ち
を
と
も
に
つ
く
る

た
め
に
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
を
宣
言
し
ま
す
。

第
1
章　

総
則

　

目
的
、
定
義
な
ど
条
例
の
基
本
的

な
考
え
方
や
町
民
と
町
の
役
割
と

責
務
な
ど
を
定
め
ま
す
。

第
2
章　

情
報
共
有

　

情
報
共
有
の
推
進
に
つ
い
て
定
め

ま
す
。

第
3
章　

町
民
参
画
手
続

　

町
民
参
画
の
方
法
、
対
象
、
時
期

や
手
続（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、

説
明
会
な
ど
）に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

第
4
章　

協
働

　

協
働
の
原
則
や
町
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
、
公
益
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
な
ど
を
定
め
ま
す
。

（
仮
称
）菊
陽
町
町
民
参
画
・

協
働
推
進
条
例
素
案
の
基
本
構
成

情報共有

町民参画

協　　働

　町では、町税徴収のため、滞納処分により差し
押さえた動産（電化製品・日用品など）を換価す
る公売会を開催しています。今年度も引き続き、
近隣市町との合同公売会を開催していきます。

町
で
も
、
次
に
紹
介
す
る
事
例
と
似
た
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
当
に
必
要
な
も
の
な
の
か
、
よ
く
考
え
て
契
約
は
慎
重
に
。

困
っ
た
と
き
は
家
族
や
町
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

平成22年度第１回近隣市町合同公売会

税務課からのお知らせ

■日　　時  　７月９日（金）　正午開場
　　　　　　  午後 1時入札開始
■会　　場  　菊陽町図書館ホール
■公売物件　　振り子時計・日用雑貨・電化製品など
                    約200点
■公売方法　  入札方式
■必要なもの     印かん、購入代金、身分証明書、
　　　　　　  委任状（代理人が入札する場合）　　　　　　　　　　　 
■注意事項 　 公売物件の引き渡しは買受代金

納付時の現況で行います。
公売前に滞納税を完納された場
合などは、公売中止になること
があります。

福祉課 ２３２－４９１３問い合わせ

　町では、人工内耳を装用している人が、音声信
号処理装置を買い換えたり、買い増したりする際
に必要となる費用の一部を給付する事業を行って
います。
　給付内容は次のとおりです。買い換えなどをご
予定の人はお尋ねください。

人工内耳用音声信号処理装置の
買い換え費用を給付します！

福祉課からのお知らせ

■対象者  　現在、人工内耳を装用し、前回の買い
　　　　　  換えなどから5年以上経過しており、
                 かつ、住民基本台帳に引き続き1年以
                上登録されている人。

■給付額  　かかる費用から１割の自己負担を除いた額。
                 ただし、給付対象上限額を
           110万円とします。

Vol.1

事例1

事例２

も
う

菊陽町立菊陽中部小学校
建設検討委員会委員名簿（敬称略）


